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広報とうやこ　2023 年 1 月 2

目 次

2023 年
（令和 5 年 ）

NO.202

とうやこ
1 月Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.56

17

10 お知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

イベントカレンダー19

さわやかだより
家族で食育を　～幼児の食事～

16

８ まちのわだい

　伐採した町有林の木材で
作った「木の玉プール」が
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15 第 49 回洞爺湖マラソン第 49 回洞爺湖マラソン
選挙管理委員会からのお知らせ選挙管理委員会からのお知らせ

オミクロン株対応二価ワクチンの接種
をご検討ください

　現在、国内で主流となっている「オミクロン株」
は感染力が強く、感染者数が増加しています。
　オミクロン株対応二価ワクチンは、１・２回目接
種を完了した 12 歳以上で最終接種日から３か月以
上経過している人は、令和５年３月末までに無料で
１回の接種を受けることができます。
　追加接種の接種間隔が３か月に短縮され、前回接
種を令和４年９月末までに終了した人の接種券はす
でに発送しています。
　新型コロナワクチンの接種券をお持ちで 10 月以
降に３回目から５回目の接種をまだ受けていない人
で、ワクチン接種を希望する人は、洞爺湖町コロナ
ワクチン窓口までご連絡ください。
■問合せ　洞爺湖町コロナワクチン窓口
　　　　　☎ 0142-76-4035　



洞爺湖町議会議長

大 西 　 智
洞爺湖町長

下 道  英 明
年明けましておめでとうございます。町民の

　　皆さまにおかれましては、健やかに新春をお
迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年４月、町長に就任して以来、町民の皆さま
に信頼していただける役場づくりに努めながら、
新型コロナウイルス関連の事業者支援などを進め
てまいりました。諸課題の解決に尽力する中、行
政運営に多大なるご協力、ご支援をいただいたこ
とに深く感謝申し上げます。
　さて、新型コロナウイルスの感染が初めて確認
されてから３年が経ちました。当町でも観光をは
じめとする各産業で深刻な影響を受けましたが、
昨年は宿泊を伴う旅行や大型イベントの再開が広
がり、町内でも洞爺湖マラソン、ＴＯＹＡＫＯマ
ンガ・アニメフェスタ、北海道トライアスロンな
どが帰ってきました。洞爺湖温泉街などでは海外
から訪れた観光客の足音も響き、洞爺湖町らしい
景観が戻ってきたことに安堵しています。
　本年は、事業者向けの新型コロナ対策を継続す
るとともに、農業、漁業、観光も含めた商工業な
どにおける地域資源を最大限活用し、交流人口の
増加と産業の創出、町民の皆さまの暮らし・地域
経済活動を支える取り組みを進めてまいります。
　また、近年は地球温暖化の影響で、脱炭素化に
向けた取り組みが積極的に推進される中、2008
年の北海道洞爺湖サミット開催地の誇りを忘れ
ず、洞爺湖に代表される美しい自然を守り継ぐた
めに地球温暖化対策を推進します。
　社会情勢の変化に的確に対応しながら、子育て
支援の充実、ふるさと納税ブランド力の強化を図
り、有珠山噴火を想定した防災対策の確立に努め、
安心・安全な町民生活の維持・向上、持続可能な
町政運営に向け、職員一丸となって本年も全力を
尽くしてまいります。新しい年が皆さまにとって
幸多き年となりますことを心よりご祈念申し上
げ、年頭のごあいさつといたします。

　　年明けましておめでとうございます。皆さま
　　には、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び
申し上げます。日頃から町議会に対して、深いご
理解とご指導ご協力を賜っておりますこと議員を
代表して厚くお礼申し上げます。
　昨年は、引き続くコロナ禍や物価の高騰などに
より、国内の経済は不安定な状況となっており、
地方における社会活動や生活環境へも大きな影響
を与えています。
　当町におきましては、物価高騰に対する生活支
援や事業者支援対策を積極的に実施するとともに、
新型コロナウイルスの感染防止対策として医療機
関などの協力をいただきながらワクチン接種を進
めております。
　未だに収束が見えないコロナ禍の状況下にあり
ますが、今後を見据えて観光・漁業・農業・商工
業への振興対策、また、福祉・医療機関への支援
策などと町民の生活支援など、地域活性化と町の
にぎわいを取り戻す取り組みを積極的に進めるた
め、議会といたしましても、町や関係機関・団体
と連携、協力しながら必要な対策の推進に取り組
んでまいります。
　私たちが住む洞爺湖町は、世界ジオパークに登
録されている「洞爺湖有珠山ジオパーク」や、世
界遺産への登録がされた「入江・高砂貝塚」など、
恵まれた景観・環境・歴史文化を有する町であり、
この貴重な財産を後世へ残していく責務がありま
す。
　議会におきましては、委員会の活発な活動、議
会の主導的な活動に取り組み、町民の代表として、
議員一同決意を新たに議会活動に努めてまいりま
すので、町民皆さまのご指導、ご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。
　本年が皆さま方にとってより良い年となります
ようにお祈り申し上げ、年頭のあいさつとさせて
いただきます。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ令和５年

新 新
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確 定 申 告確 定 申 告
■問合せ■問合せ　税務財政課税務グループ（☎ 74-3003）税務財政課税務グループ（☎ 74-3003）

申告漏れに注意！申告漏れに注意！

確定申告が必要な人
①営業、不動産所得などがある人で所得税額が生じる人
②年末調整をしていない、または、内容を変更するなど所得税の精算が必要な人
③年末調整済みで、他に20万円を超える所得がある人など
※公的年金などの収入金額が 400万円以下で、それ以外の各種所得金額が 20万
円以下の場合は所得税の確定申告は不要ですが、所得控除（扶養控除や医療費控除
など）を追加する場合は、住民税の申告が必要なので注意してください。

重要なお知らせ
①役場窓口で受け付けできない申告
・1月1日現在、洞爺湖町民ではない人の申告
・令和３年分以前の申告（当初、修正、更正の請求）
・青色事業者の申告（損失含む）
・分離所得（単純なものを除く）
　これらの申告は、ｅ－Taxを利用するか税務署での申告をお願いします。
②役場窓口で申告する際の注意点
　令和４年分の申告は、昨年と同様に新型コロナウイルス感染拡大防止の観点
から必要書類を預かって作成します（窓口での待機は原則できません）。申告書
の作成完了後に受け取りの連絡をしますので連絡の取れる電話番号を伺います。

■国民健康保険加入者の場合

※今回の申告から利用者識別番号が必要となりました。取得済みの人（過去に
e-Tax申告や税務署申告した人）は番号をお知らせください。また、未取得の
人は、役場職員が番号取得の手続きをさせていただきます。
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世帯の総所得が一定額以下のとき、国民健康保険税が軽減されます。
　令和４年分の収入がなかった人、非課税収入（遺族年金、障害年金など）だけで
あった人は、住民税の申告をしないと国民健康保険税が軽減となりませんので、
忘れずに申告してください。申告の際は身分証を持参してください。

国民健康保険加入者の場合



確定申告の相談と確定申告の相談と
申告書の相談申告書の相談

　役場税務財政課窓口で受付と相
談を行います。

洞爺総合支所申告相談日
■日　時　２月３日（金）、17日（金）
　　　　　 13 時 30 分～17 時
■場　所　洞爺総合支所会議室

16２月 日

15３月 日

～（木）

（水）

洞爺湖温泉支所申告相談日
■日　時 ３月３日（金）10 時～
　　　　　12 時、14 時～16 時
■場　所　洞爺湖温泉支所会議室
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償却資産とは、土地や家屋以外の事業用の資
産（構築物、機械、器具、備品など）のことです。
所得税法、法人税法で減価償却費として必要経
費または損金に算入されます。
　償却資産の申告は、法人事業所は固定資産台
帳や法人申告書を、個人事業者は所得税確定申
告書の減価償却明細書や固定資産の管理帳簿な

どをもとに行ってください。
　確定申告書の減価償却明細書に控除される経
費として事業用資産の申告がされていても、償
却資産申告書にはその資産の記載が漏れている
といったことのないよう、必ず確認の上、適正
な申告をお願いします。

のお知らせですのお知らせです固定資産税固定資産税

固定資産税は、１月１日現在の所有者に課税
されます。
　未登記の家屋を取り壊した人で、まだ家屋の
滅失届をされていない人は、１月 31 日（火）
までに税務財政課へ家屋滅失届を提出してくだ

さい。
　なお、登記されている家屋については、札幌
法務局室蘭支局へ建物滅失登記申請書を提出し、
滅失の手続きを行ってください。
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従業員の所得税を源泉徴収している事業主は、個人住民税
を特別徴収（給与天引き）する義務があります。また、正職
員以外のアルバイト・パートなどの従業員についても原則と
して特別徴収する必要があります。
■問合せ　税務財政課税務グループ（☎ 74－3003）
　　　　　胆振総合振興局納税課（☎ 0143ー２４－9586）

事業主の皆さん
　個人住民税は特別徴収で納めましょう

２．家を取り壊した人は滅失届を 申告は1月31日（火）まで

１．償却資産の申告を忘れていませんか？ 申告は1月31日（火）まで
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スタート 令和５年１月１日現在、
洞爺湖町に住んでいた

洞爺湖町への申告は必要ありません
１月 1 日にお住いの市町村に確認してくださいいいえ

はい
令和４年１月～令和４年 12 月の収入状況

主に公的年金収入

主に給与収入

公的年金収入のみで、その額が 148 万円（65 歳未満は 98 万円）
以下である

公的年金収入のみで、その額が 148 万円（65 歳未満は 98 万円）
を超えていて、所得控除（扶養、障害、寡婦（寡夫）、社会保険、
生命保険、医療費など）を追加する

・事業所得【白色】
（農業、漁業、営業など）
・不動産所得
・雑所得
・一時所得など
　総合課税による申告

収入なし（公的年金もなし）
非課税収入のみ（遺族年金、障害年金、失業給付金など）

・事業所得【青色】（農業、漁業、営業など）
・譲渡所得（土地・建物）
・先物取引の雑所得
・株式などの譲渡所得
・上場株式などの配当所得
・山林所得などの申告分離課税による申告

確定申告
（住民税申告）

確定申告
（住民税申告）

申告不要

申告不要

確定申告

住民税申告

税務署で
確定申告

確定申告

住民税申告
（※１）

※１税証明書や国民健康保険税の算定などで申告が必要となります。   　

あなたは確定申告が必要？不要？
カンタンチェック！

年金収入が 400 万円以下で、その他の所得が 20 万円以下である

年金所得以外の所得が 20 万円を超える

１か所からの給与収入のみで、年末調整時の内容に変更がない

給与所得以外の所得が 20 万円以下である

次のいずれかに当てはまる場合
・年末調整の内容に変更がある
・医療費またはセルフメディケーション税制の控除を受ける
・新規に住宅借入金など特別控除を受ける
・２か所以上から給与の支払いを受けた
・年末調整が済んでいない
・給与収入が 2 千万円を超える

所得金額（収入－経費）より所得控除額が多い

所得金額（収入－経費）より所得控除額が少ない

注：申告する人の収入状況や控除内容によって、上記のとおりにならない場合もありますのであくまで目安としてください。

「あけましておめでとう」

　毎月、今月の手話を紹介します。
　第 49 回目は下道英明町長です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント

①両手人差し指を伸ばした後、手首を返して人さし指を内側に向けながら
　並行に並べます (漢字の「一」が上下に並んでいるようにします )
②両手の指先をすぼめた状態で上に向け、両手を開きながら上に上げます

主に給与収入



■問合せ　住民課国保医療グループ（☎ 74-3002）
　　　　　北海道後期高齢者医療広域連合（☎ 011-290-5601）

からのお知らせ後期高齢者医療制度
国民健康保険・

医療費通知について

広報とうやこ　2023 年１月広報とうやこ　2023 年１月７

洞爺湖町および北海道後期高齢者医療広域連合
では、被保険者の皆さまの医療費総額などについて
お知らせする「医療費通知」を年２回、対象期間に
医療機関などを受診したすべての被保険者の皆さ
まに送付します。

これは、医療機関の窓口で支払った自己負担分

を除いた医療費は、国民健康保険（洞爺湖町）およ
び後期高齢者医療制度から支払われていることを
理解してもらうとともに、健康管理の重要性を意識
してもらうことで、医療費の適正化や被保険者の皆
さまの負担軽減を図ることを目的としています。

発送月・対象年月

区分 発送月 診療月

国民健康保険
令和 4 年７月（下旬）※発送済 令和 3 年 11 月～令和 4 年４月

令和 5 年１月（中旬） 令和 4 年５月～ 10 月

後期高齢者医療制度
令和 5 年１月（上旬） 令和 4 年１月～９月

令和 5 年２月（下旬） 令和 4 年 10 月～ 12 月

医療費通知を活用しましょう
①医療費の推移が一目で
分かるため、自身の健康
状態の把握や健康管理に
活用できます。
②健康診査など、皆さまの
健康保持・増進に役立つ情
報をお知らせします。
③診療日数などに間違いが
ないか確認しましょう。

【イメージ図】

受診年月
診療を受けた

医療機関名称等
診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額

食事療養・生活療養費

回数 費用額 標準負担額

令和 4 年 1 月 ○○病院 医科外来 1 18,000 1,800

令和 4 年 2 月 ××薬局 調剤 1 10,000 1,000

令和 4 年 3 月 △△病院 医科入院 5 202,000 20,200 15 11,490 5,400

合      計 230,000 23,000 11,490 5,400

　医療機関などの請求遅れや請求内容を審査中のもの
など一部の受診記録が記載されていない場合がありま
す。また、自己負担額は、医療費助成などを受けてい
る場合など、記載されている金額と実際に自身が負担
された金額が異なる場合があります。このお知らせは、
皆さまの受診状況についてお知らせするもので、請求
書ではありません。特に手続きなどは行う必要はあり
ません。

注意事項医療費控除の申告
　このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の
明細書として使用することができます。ただし、記載
のないものは、領収書に基
づいて作成した明細書を申
告書に添付する必要があり
ます。医療費控除の申告に
関することは、税務署に問
い合わせください。　



のわだい
まち

広報とうやこ　2023 年１月 ８

　

　
　
本
の
玉
手
箱
主
催
の
「
母
と
子

　
　

の
館
の
日
２
０
２
２
☆
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
、
母
と
子

の
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
幼
児
向
け

と
小
中
学
生
向
け
の
２
部
に
分
け
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
館
内
に
は
、
絵
本
の
玉
手
箱
の
会

員
が
手
作
り
し
た
射
的
や
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
ま
し
た
。

好
き
な
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
衣

装
を
着
た
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ら
し
い
雰
囲
気
の
中
で

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

光の道で夜の散歩
イルミネーショントンネル点灯

釣りのゲームを楽しむ子どもたち釣りのゲームを楽しむ子どもたち夜の道を彩るイルミネーショントンネル夜の道を彩るイルミネーショントンネル

絵

縄文時代の故郷を学ぶ
虻田中が歴史体験学習

　
　
爺
湖
温
泉
の
冬
の
風
物
詩
「
イ

　
　

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
ン
ネ
ル
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
全
長
70
㍍
、
幅
５
㍍
の
ト
ン
ネ
ル

の
中
で
は
約
40
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
輝

き
、
幻
想
的
な
光
景
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
日
は
点
灯
式
が
行
わ

れ
、
下
道
町
長
な
ど
出
席
者
が
ボ
タ

ン
を
押
す
と
、
ト
ン
ネ
ル
が
一
斉
に

光
り
だ
し
ま
し
た
。

　
内
部
に
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
」
の
文
字

を
か
た
ど
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
も
設
置
さ

れ
、
記
念
撮
影
を
楽
し
む
観
光
客
な

ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
田
中
学
校
（
瀧
澤
義
守
校
長
）

　
　
の
「
入
江
・
高
砂
貝
塚
縄
文
遺

跡
体
験
学
習
」
が
入
江
・
高
砂
貝
塚

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
郷
土
の
歴
史
に
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
開
か
れ
、
生
徒
約
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
縄
文
人
が
動
物
の
骨
で
作
っ
た
釣

り
針
や
、
入
江
・
高
砂
貝
塚
か
ら
出

土
し
た
人
骨
の
模
型
な
ど
を
見
学
し

た
後
、勾
玉
の
製
作
体
験
も
行
わ
れ
、

生
徒
た
ち
は
縄
文
時
代
の
生
活
や
衣

食
住
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

虻

11
２

洞

北海道コンサドーレ札幌が町をＰＲ
宮澤・福森選手が来町

　
　
ッ
カ
ー
・
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
１
所
属

　
　
の
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

で
活
躍
す
る
宮
澤
裕
樹
選
手
、
福
森

晃
斗
選
手
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
道
内
の
市
町
村
を
活
気
づ
け
よ
う

と
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
が

行
っ
て
い
る
「
コ
ン
サ
ド
ー
レ
ホ
ッ

カ
イ
ド
ウ
ツ
ア
ー
ズ
」
の
一
環
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
宮
澤
選
手
と
福
森
選

手
は
財
田
米
や
ぐ
る
巻
き
ソ
ー
セ
ー

ジ
な
ど
町
の
名
産
品
を
味
わ
っ
た

後
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
撮
影
。「
唯
一
無

二
の
お
い
し
さ
で
す
」
な
ど
町
の
魅

力
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

サ

いろんなゲームで大満足
2022☆ハロウィンパーティー30

10

11

町の魅力をＰＲする宮澤選手（右）と福森選手町の魅力をＰＲする宮澤選手（右）と福森選手 縄文文化を学ぶ生徒縄文文化を学ぶ生徒

18

１
11
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
ク
シ
ー
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

　
　

通
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
職
員
と
町
民
が
協
議
す
る
公
共

交
通
意
見
交
換
会
が
虻
田
・
洞
爺
湖

温
泉
・
洞
爺
地
区
の
計
３
会
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
で
は
、
利
用
者
の
減
少

や
運
転
手
不
足
な
ど
か
ら
事
業
の
継

続
性
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
公
共
交
通
を

よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
必

要
な
対
策
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

まちの歴史を学んで観光活用
洞爺湖温泉観光協会が貝塚見学会

　
ボランティアの活性化を目指して
ボランティア懇話会開催

　
　
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
（
大
西
英

　
　
生
会
長
）
の
入
江
・
高
砂
貝
塚

見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
道
が
行
っ
て
い
る
縄
文
遺
跡
な
ど

を
活
用
し
た
観
光
振
興
の
補
助
事
業

と
し
て
開
催
さ
れ
、
約
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
学
芸
員
に
よ
る
講
話
で
は
、
貝
塚

か
ら
の
出
土
品
や
遺
跡
が
見
つ
か
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。
両
貝
塚
の
見
学
も
行
わ
れ
、
参

加
者
は
遥
か
昔
の
虻
田
地
区
に
つ
い

て
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
遺
跡
を
巡
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

　
　
議
会
（
青
木
佐
智
子
会
長
）
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
話
会
が
、
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
、
町
の
担
当
者
に
よ
る

防
災
講
話
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見

方
や
、
避
難
場
所
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
サ
バ
味
噌
缶
を
使
っ
た
カ
レ
ー
の

炊
き
出
し
訓
練
も
行
わ
れ
、
長
期
保

存
に
適
し
た
缶
詰
の
活
用
法
を
学
ぶ

こ
と
で
災
害
時
の
備
え
を
身
に
付
け

ま
し
た
。

洞

11

洞

11
22

タ
21・22 

11 公共交通のあり方を議論
公共交通意見交換会を開催

他人への優しさ学ぶ
「人権の花」運動感謝状贈呈式

　
　
田
、
洞
爺
湖
温
泉
、
と
う
や
の

　
　
各
小
学
校
が
参
加
し
た
「
人
権

の
花
」
運
動
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
各

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
虻
田
小
学
校

で
は
、
３
年
生
の
佐
藤
海
月
さ
ん
が

感
謝
状
を
受
け
取
り
、
人
権
擁
護
委

員
か
ら
「
相
手
の
こ
と
を
思
う
優
し

い
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

掛
け
ら
れ
る
と
し
っ
か
り
と
う
な
ず

き
ま
し
た
。

　

続
け
て
開
か
れ
た
人
権
教
室
で

は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
資
料
を
も
と
に
児
童

が
他
人
を
尊
重
す
る
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

虻

防災講話を受ける参加者防災講話を受ける参加者 感謝状を受け取る佐藤さん感謝状を受け取る佐藤さん

25

貝塚を見学した参加者貝塚を見学した参加者 公共交通の今後について議論した意見交通会公共交通の今後について議論した意見交通会

22・24・29
11
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暮
ら
し お知らせ

information

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
年
齢
に
な
っ
と

き
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い

る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い

う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で

す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に

な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

①
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す
　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し

て
い
て
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

②
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
老
齢
年
金
の
ほ

か
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や

事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が

死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に

よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺

族（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」や「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　
長
び
く
コ
ロ
ナ
禍
で
通
販
サ
イ

ト
を
利
用
す
る
機
会
が
多
く
な
っ

た
せ
い
か「
商
品
の
代
金
を
振
り

込
ん
だ
が
商
品
が
届
か
な
い
」、

「
違
う
商
品
が
届
い
た
」
な
ど
と

い
っ
た
苦
情
が
昨
年
か
ら
急
激
に

増
え
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
多

数
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
販
サ
イ
ト
利
用
の
際
は
事

前
に
販
売
業
者
の
所
在
地
・
連
絡

先
・
販
売
責
任
者
名
な
ど
の
情
報

（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
あ
れ

ば
補
償
制
度
）
を
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
悪
質
な
通
販
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
場

合
　
早
め
に
カ
ー
ド
会
社
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
相
談
す
る
際
に
備

え
、
通
販
サ
イ
ト
の
最
終
確
認
画

面
な
ど
を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

で
残
し
て
お
き
、
や
り
と
り
の
記

録
な
ど
の
資
料
を
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
銀
行
振
込
等
の
前
払
い
の
場
合
　

　
返
金
は
困
難
で
す
が
産
業
振
興

課
窓
口
や
最
寄
り
の
警
察
署
に
相

談
し
、
振
込
先
の
金
融
機
関
に
口

座
凍
結
を
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

　
振
込
詐
欺
救
済
法
に
よ
り
、
支

払
っ
た
お
金
の
一
部
が
戻
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
手
続
き
の

際
に
は
、
振
込
の
事
実
を
確
認
で

き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　
い
ず
れ
も
必
ず
し
も
返
金
で
き

る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
金

振
込
の
事
実
を
整
理
し
早
め
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
０
０
5
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
通
販
サ
イ

ト
利
用
に
注
意
！

消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展
開
催

　
悪
質
商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
啓
発
用
パ
ネ
ル
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時

２
月
８
日（
水
）

~
15
日（
水
）
午
前
８
時
45
分
~

午
後
５
時
30
分
※
土
日
除
く
。
最

終
日
の
み
正
午
ま
で

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
本
庁

舎
町
民
ロ
ビ
ー
、
洞
爺
総
合
支
所

ロ
ビ
ー（
本
庁
舎
は
14
点
、
総
合

支
所
は
12
点
を
展
示
）

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
５
）

﹁
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
﹂
の
交
付
に
つ
い
て

　
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
す
が
、
手
帳
の
交

付
を
受
け
ら
れ
な
い
人
で
も
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定（
要
介
護

１
か
ら
要
介
護
５
）
を
受
け
て
い

る
満
65
歳
以
上
の
人
で
、
状
態
が

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
と
同
程
度
で
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」が
発
行
さ
れ
、



①
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転

冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら
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お知らせ

行
　
政

②
時
間
に
余
裕
を
持
っ
た
運
転

③「
急
」
の
付
く
運
転
操
作
は
危

険　
急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急

ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た「
急
」
の
付

く
運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す

く
危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
交
差
点
の
死
角
に
注
意

⑤
悪
天
候
に
注
意

●
運
転
免
許
更
新
時
講
習

　
更
新
時
講
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
を
確
認
し
、
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

（
１
号
炉
）
は
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

（
煙
突
）
測
定
結
果

新しい民生委員・児童委員の皆さん

■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

担当地区 氏 　 名 担当地区 氏 　 名
虻田 1区 野 坂 　 登 青葉２区 小塚　由美子
虻田２区 加 藤 　 知 子 清水区 野口　喜美子
虻田３区 木 村 　 祐 賢 月浦区 青 山 　 晴 重
虻田４区 千葉　真理子 花和区 増 田 　 温 子
虻田５区 小林　美智子 温泉 1区 板垣　恵美子

虻田６区
長谷川　幸子 温泉２・４・５区 竹 迫 　 正 子
尾 形 　 幸 栄 温泉３区 奥 山 　 洋 子
石 原 　 英 司

温泉８区
宮崎　三記子

三豊・
かっこう台区 葛 西 　 和 彦 七 戸 　 朝 子

虻田７区 大 木 　 郁 子 洞爺第１～３・
第６ 稲 實 　 邦 章

虻田８区 熊 谷 　 深 雪 洞爺第４～５・
曙・旭浦 寺田　ゆかり

入江１区 山内　えい子 美沢西・美沢
東・洞仁会 村上　喜美子

髙 橋 　 昌 子 財田・川東・岩屋 佐々木　綾子
入江３区 相 澤 　 正 一 成　香 村 上 　 正 敏

入江４区 齊藤　実代子 香　川 大 廣 　 功
萩 原 　 直 美 大原・富丘 矢 野 　 春 美

泉　区 齊 藤 　 明 子
主任児童委員

佐 藤 　 正 記
永 井 　 宗 雄 澤 田 　 敏 子

青葉１区 沼 田 　 敏 博 以 西 　 水 音

所
得
税
や
住
民
税
で
障
害
者
控
除

か
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合「
要
介
護
度
」
の
段

階
で
一
律
に
認
定
の
可
否
が
決
ま

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得

税
申
告
の
対
象
と
な
る
年
の
12
月

31
日（
基
準
日
）
で
の
判
定
と
な

る
た
め
、
基
準
日
に
有
効
で
あ
る

要
介
護
認
定
結
果
の「
認
定
調
査

票
」「
主
治
医
意
見
書
」
を
も
と

に
認
定
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
症
状
の
程
度
な
ど
に

よ
っ
て
、
認
定
書
の
発
行
が
妥
当

と
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項　
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
で
も
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
人
と
扶
養
親
族
の

所
得
税
や
住
民
税
が
非
課
税
の
場

合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
申
請

に
は「
印
鑑
」
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
介

護
保
険
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
排

出
基
準
値（
０
・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
測
定
日　
令
和
４
年
９
月
15
日

■
測
定
結
果　
０
・０
０
０
０
78

ナ
ノ
グ
ラ
ム（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は

10
億
分
の
１
グ
ラ
ム
）

■
詳
　
細　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合（
☎
0
1
4
3

－

59

－

0
7
0
5
）

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
な
ど

の
法
定
調
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
分
の「
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
法
定
調
書
」

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

法
定
調
書
合
計
表
」
の
提
出
は
所

管
税
務
署
長
へ
、「
給
与
支
払
報

告
書（
個
人
別
明
細
書・総
括
表
）」

「
退
職
所
得
の
特
別
徴
収
票
」
な

ど
の
提
出
は
受
給
者
の
住
所
地
の

市
区
町
村
長
へ
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
法
定
調
書
の
種
類
ご
と

に
、
前
々
年
の
提
出
す
べ
き
で

あ
っ
た
当
該
法
定
調
書
の
枚
数
が

1
0
0
枚
以
上
で
あ
る
法
定
調
書

に
つ
い
て
は
、
e

－

T
a
x
な

ど
に
よ
る
提
出
が
必
要
で
す
。

■
提
出
期
限　
１
月
31
日（
火
）

■
問
合
せ　
法
定
調
書
関
係　
室

蘭
税
務
署
管
理
運
営
部
門（
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）

／
給
与
支
払
報
告
書
関
係　
税
務

12月１日に、役場防災研修ホールで、一斉改選に伴う民生委員・児童委
員感謝状贈呈式、委嘱状交付式が行われました。民生委員・児童委員は、国・
道から委嘱された、私たちに一番身近な暮らしの相談員です。困りごとが
あれば遠慮なく相談ください。

財
政
課
税
務
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
3
）
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こととううやや No.22
　日本海溝・千島海溝沿いの領域では、マグニチュー
ド７．０クラスの地震が発生した後に、さらに大規模
な地震が発生した事例が確認されており、今後も同
様の事象が発生する可能性があります。
　実際に後発地震が発生する確率は世界の事例を踏
まえても 100回に１回程度と低いものの、発生した
場合には北海道から千葉県にかけての広い範囲で甚
大な被害が予想されます。
　そこで、日本海溝・千島海溝沿いの領域でマグニ
チュード７．０以上の地震が発生した場合に、国から

北海道・三陸沖後発地震北海道・三陸沖後発地震
情報について情報について

令
和
５・６
年
度
競
争
入
札
参

加
申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す

　
令
和
５・６
年
度
の
物
品
購
入
、

賃
貸
借
お
よ
び
委
託
な
ど
の
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
書
、
並
び
に

建
設
工
事
、
設
計
、
測
量
及
び
道

路
清
掃
な
ど
の
競
争
入
札
参
加
資

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
届
出
が
必
要
で
す

　

土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・

営
業
譲
渡
な
ど
、
一
定
面
積
以
上

の
土
地
取
引
に
係
る
契
約
を
し
た

場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
土
地
が
所
在

す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で

す
。

■
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積

・
都
市
計
画
区
域
内　
５
千
㎡
以

上・
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
㎡
以

上■
届
出
者
　
土
地
の
権
利
取
得
者

（
買
主
な
ど
）

■
届
出
期
限
　
契
約
締
結
日
か
ら

２
週
間
以
内（
提
出
期
限
を
過
ぎ

た
場
合
で
も
、
届
出
書
の
提
出
に

ご
協
力
願
い
ま
す
）

■
提
出
書
類
　
①
土
地
売
買
等
届

出
書
②
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写

し
③
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し

た
縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の
図
面

④
土
地
お
よ
び
そ
の
付
近
の
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
千
分
の

１
以
上
の
図
面
⑤
土
地
の
形
状
を

明
ら
か
に
し
た
図
面
⑥
委
任
状
各

３
部
ず
つ

■
罰
則
　
届
出
を
し
な
い
と
法
律

で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
提
出
様
式
や
制
度
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。http://w

w
w
.

tow
n.toyako.hokkaido.jp/

person_guide/construction/
con002/p007/

■
問
合
せ　

建
設
課
管
理
・
土

木
・
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
7
）

戸
建
て
木
造
住
宅
を
無
料
で

耐
震
診
断
し
ま
す

　
戸
建
て
木
造
住
宅
を
対
象
と
し

た
無
料
耐
震
診
断
窓
口
を
北
海
道

胆
振
総
合
振
興
局
建
設
指
導
課
内

に
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
宅

の
耐
震
診
断
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
耐
震
診
断
申
込
書
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た

は
F
A
X
に
て
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
役
場
建
設
課
で
も
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅
　
①
２
階
建
て
以
下

で
延
べ
床
面
積
5
0
0
㎡
以
下

の
戸
建
て
木
造
住
宅
②
申
込
者
が

当
該
戸
建
て
住
宅
の
所
有
者
ま
た

は
居
住
者
で
あ
る
こ
と
※
建
築
年

次
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
診
断
方
法
　
対
象
住
宅
の
図
面

（
寸
法
の
わ
か
る
平
面
図
、
仕
上

げ
表
な
ど
）
※
現
地
調
査
は
行
い

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は「
北
海
道　

無
料
耐

震
診
断
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
北
海
道
胆
振
総

合
振
興
局
建
設
指
導
課（
☎

0
1
4
3

－

24

－9
5
9
4
）
／

建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
3
0
0
7
）

「北海道・三陸沖後発地震情報」が発信され、大きな
地震の発生への備えを呼びかけることとなりました。
令和４年１２月１６日より運用が開始されています。

後発地震情報が発信された場合、町では後発地震
発生の危険性が高まっている間（１週間程度）、定期
的に防災行政無線により防災対応について呼びかけ
ますので、地震や津波の備えを再確認し、後発地震
発生後はすぐに避難できるように準備をお願いしま
す。

【すぐに避難できる体制で就寝】
　・すぐに逃げられる服装で就寝
　・子どもや高齢者など要配慮者と同室で就寝
　・非常持出袋を枕元に置く

【揺れによる倒壊の備え】
　・地震による周囲の建物の倒壊のリスクを意識する

【土砂災害などへの注意】
　・土砂崩れの危険性がある場所には近づかない
　・がけ崩れの恐れがある自宅では、がけに近い部　
　屋での就寝を控える

募
　
集

【日頃からの備えの再確認】
　・水や食料品等の備蓄の再確認
　・避難場所・避難経路等の再確認
　・家族との連絡手段の再確認
　・家具の固定の再確認
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■
募
集
種
目　
①
第
６
回
自
衛
官

候
補
生
②
第
７
回
自
衛
官
候
補
生

■
資
　
格
　
①
②
18
歳
以
上
33
歳

自
衛
官
募
集

格
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
受
付

終
了
日
近
く
に
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
の
で
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
期
間　

２
月
１
日（
水
）

~
28
日（
火
）（
郵
送
提
出
28
日
必

着
）

■
受
付
時
間
　
９
時
~
17
時（
12

時
~
13
時
は
除
く
）

■
申
請
書
　

●
物
品
購
入
等
　
役
場
総
務
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
建
設
工
事
等
　（
一
社
）
北
海

道
土
木
協
会
作
成
の
市
町
村
統
一

様
式
と
な
り
ま
す
。

■
提
出
先
　
総
務
課
管
財
・
情
報

グ
ル
ー
プ

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
総
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
総
務
課
管
財
・
情
報

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
3
0
0
0
）

空き家バンクに登録しませんか？

洞爺湖町

⑤連絡・交渉・契約（当事者間）

①ＨＰ掲載の
登録

④希望者
情報の連絡

②ＨＰ公開

③購入希望など

定住・移住希望者

空き家を借りたい
　　　　買いたい

洞爺湖町ホームページに
空き家情報を掲載

空き家の所有者

空き家を貸したい
　　　　売りたい

空 き 家 バ ン ク の 仕 組 み

■問合せ　産業振興課地域振興グループ（☎ 74-3005）

未
満
の
男
女

■
受
付
期
限

①
１
月
20
日（
金
）

ま
で
②
２
月
10
日（
金
）
ま
で

■
試
験
期
日
　
①
１
月
27
日

（
金
）、
28
日（
土
）
の
い
ず
れ
か

１
日
②
２
月
19
日（
日
）、
20
日

（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部　

室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

　

相
続
手
続
き
や
遺
言
書
の
作

成
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

１
月
21
日（
土
）、
２

月
18
日（
土
）
９
時
30
分
~
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

町では、空き家の有効活用を通して、移住や定住の促進による地域の活性化を図る「空き家バンク」事
業を行っています。「空き家を誰かに売りたい、貸したい」などと考えている空き家所有者の皆さん、空
き家バンクに登録してみませんか。登録すると、空き家関連の情報を町のホームページに掲載し、興味
がある人とをつなぐ役目を果たします。空き家バンクの
閲覧件数は年々増えていて、子育て世代や移住希望者な
ど、空き家の一軒家を探しているという相談が多く寄せ
られています。多数の登録をお待ちしています。
■申請方法（HP掲載の登録）
　印鑑と登記簿謄本などの書類（ない場合は事前に連絡を
お願いします）や物件の写真を持参してもらい、申請書
に記入します。登録完了になったのちに、ホームページ
に掲載します。
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  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

11月20日から 12月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

「
ウ
ポ
ポ
イ
」
の
ポ
ロ
ト
の
辺
冬
の
鷺

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
風
　

目
に
記
憶
木
々
も
化
粧
の
雪
景
色

　
　
亀
倉
千
鶴
子
　
　
　
　

耳
立
て
て
冬
野
し
ず
か
に
遠
く
見
る

　
　
　
小
笠
原
勇
　
　

ひ
た
ひ
た
と
足
に
纏
わ
る
今
朝
の
寒

　
　
　
千
葉
征
子
　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
12
月
定
例
会

寄
　
付

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。定
員（
３

人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
１
月
19
日（
木
）

②
２
月
２
日（
木
）
13
時
30
分
~

15
時

■
場
　
所
　
①
洞
爺
湖
町
役
場

②
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
高
村
真
人
弁
護

士（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務
所
）

無
料
法
律
相
談
会
開
催

②
本
間
寛
菜
弁
護
士（
ほ
ん
ま

法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

歳
末
助
け
合
い
寄
付
金＞

▽
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
洞
爺
湖

故大西シズ子さん
■ 11月 28日死去■ 92歳■遺族は一雄さん■大原

故岡田マサ子さん
■ 11月 28日死去■ 77歳■遺族は春夫さん■入１区

故太田喜美さん
■ 10月 16日死去■ 98歳■遺族は多恵子さん■温 2区

故榆井栄次郎さん
■ 11月 1日死去■ 92歳■遺族はスキさん■虻８区

故𠮷田正之さん
■ 11月８日死去■ 82歳■遺族は桂司さん■虻６区

故遠藤勝敏さん
■ 11月 17日死去■ 82歳■遺族はヨシコさん■泉区

故篠原タカ子さん
■ 12月５日死去■ 78歳■遺族は宣行さん■青１区

故森元司さん
■ 11月 22日死去■ 65歳■遺族は広枝さん■入１区

故村上幸一さん
■ 11月 19日死去■ 88歳■遺族は愛子さん■大原

故大廣ツヤコさん
■ 11月 26日死去■ 96歳■遺族は俊夫さん■曙

支
署
管
理
職
一
同
は
５
千
円
▽
洞

爺
湖
町
民
生
委
員
児
童
委
員
は
3

万
８
千
円
▽
伊
達
遊
技
業
組
合
は

５
万
円
▽
連
合
洞
爺
湖
支
部
は
３

万
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
後
藤
保
子
さ
ん
（
入
４
区
）
▽

下
妻
末
乃
さ
ん
（
温
３
区
）
▽
横

山
信
子
さ
ん
（
温
８
区
）
▽
北
野

由
美
子
さ
ん
（
温
２
区
）
▽
妻
木

征
男
さ
ん
（
虻
４
区
）
▽
高
清
水

幸
夫
さ
ん
（
虻
２
区
）
▽
奥
山
洋

子
さ
ん
（
温
３
区
）
▽
高
田
生
子

さ
ん（
虻
６
区
）▽（
有
）ス
ペ
ー

ス
27
▽
（
有
）
レ
ー
ク
ヒ
ル
牧
場

12
月
９
日
、
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ（
洞
爺
L
C
、山
戸
準
也
会

長
）
が
、
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協

議
会（
福
井
政
吉
会
長
）
に
、福
祉

基
金
と
し
て
５
万
円
の
寄
付
と
併

せ
て
、会
員
が
集
め
た
古
切
手
１
,

2
4
0
枚
、
タ
オ
ル
1
1
2
枚
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

故鈴木佐世子さん
■ 11月 15日死去■ 77歳■遺族は加藤直樹さん■清水区

洞
爺
Ｌ
Ｃ

社
協
に
現
金
と
タ
オ
ル
寄
贈

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
と

ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に
向
け

た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ

の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日
　
時

２
月
９
日（
木
）
13

時
30
分
~
15
時
30
分

■
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対
　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内
　
容
　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
他

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－
84
－
８
6
7
0
）

山
眠
る
札
所
も
磴
も
懐
に

　
　
　
矢
野
知
子
　
　

故大川富男さん
■ 12月 12日死去■ 72歳■遺族は忠義さん■虻８区
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洞爺湖マラソンマラソン
洞 爺 湖 有 珠 山 ジ オ パ ー ク

洞爺湖洞爺湖第第
4949
回回

洞 爺 湖 畔 マ ラ ソ ン コ ー ス（ 日 本 陸 上 競 技 連 盟 公 認 コ ー ス 予 定 ）

SUNSUN

20232023
５５ 2121

■参加資格・参加料（傷害保険料を含む）■参加資格・参加料（傷害保険料を含む）
▷フルマラソン▷フルマラソン　定員 4,500人（先着順）　定員 4,500人（先着順）
　18歳以上（高校生は除く）　10,000円　18歳以上（高校生は除く）　10,000円
▷ 10㎞▷ 10㎞
　高校生以上　5,000円（高校生 2,500円）　高校生以上　5,000円（高校生 2,500円）
▷５㎞▷５㎞
　中学生以上　5,000円　中学生以上　5,000円
　（高校生 2,500円／中学生 2,000円）　（高校生 2,500円／中学生 2,000円）

洞爺湖マラソン 検索

選挙管理委員会からのお知らせ

春には統一地方選挙が行われます。
　あなたの１票は大事な１票です。投票に行き
ましょう。

４月 23 日に行われる洞爺湖町議会議員選挙立候補
予定者説明会を次のとおり開催します。
　なお、説明会への入場人数は、会場の都合もあり、
１候補者２人までとし、資料などの配布は１候補者 1
部とします。
■日　時 ２月22日（水）10時～
■場　所 洞爺湖町役場防災研修ホール
■問合せ 選挙管理委員会事務局（☎74-3000）

洞爺湖町議会議員選挙　
立候補予定者説明会

北海道知事選挙
北海道議会議員選挙 洞爺湖町議会議員選挙

投票日 ４月 9 日（日） ４月 23 日（日）

■参加方法

▽インターネット
　http://www.toyako-marathon.jp/　
　２月１日（水）10 時～２月 24 日（金）
■問合せ
　洞爺湖マラソン実行委員会事務局
　☎ 75-4400 ＜平日９時～ 17 時＞
　FAX　75-4704

■スタート時間■スタート時間
▷フルマラソン▷フルマラソン　９時　９時
▷ 10㎞ ▷ 10㎞ 　　　　10時　　　　10時
▷５㎞▷５㎞　　　　　10時 10分　　　　　10時 10分

洞爺湖マラソン2022のスタートの様子　洞爺湖マラソン2022のスタートの様子　

統一地方選挙　統一地方選挙　
　あなたの１票　大事な１票！　あなたの１票　大事な１票！



問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）
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さわやかだより

をを家族家族 食育食育でで
～幼児の食事～

【食事量】食品を上手に組み合わせて、バランスのよい食
事を心がけましょう。この時期の食事量は個人差が大きい
もの。少量でも偏らないで食べられることが大切です。
　ちょっと足りないかもと思うくらいに盛り付けることが
ポイント。「全部食べられた！」「おかわりできた！」とい
う喜びや自信につながります。

【おやつ】幼児期は胃や消化器官が小さく、働きも十分で
はないので、３回の食事だけでは１日に必要な栄養が取り
切れません。
　それを補うのが「おやつ」です。食事の一部と考え、乳
製品やいも類、野菜、果物などを組み合わせ、その日の食
事量によって調整しましょう。

【水分】子どもは大人よりも水分がたくさん必要です。
　特に暖房の効いた室内、入浴や運動、外遊びのあと、ま
た、熱を出したときや下痢をしたら十分に水分の補給をし
ましょう。

【生活リズム】おいしく、たのしい食事に一番大切なのは
お腹が空いていることです。お腹が空いた状態で食卓につ
けるような生活リズムをつくりましょう。

　過去に実施した幼児栄養教室のレシピをご紹介します。
　お子さんと一緒にぜひ作ってみてください。まだ包丁を使えない小さなお子さんにもできることがあ
ります。野菜を型抜きしたり、枝豆をさやから出したり、盛り付けも楽しくできます。

　　児期（１歳半～５歳ころ）は“食べる力”をしっか　　
　　り身につける基礎づくりの時期です。
　心身ともに大きく発達し、丈夫な体も、規則正しい食
習慣も、味覚もこの時期に身につけていきます。自分で
判断できない子どもには、できる限り知識として伝えた

幼 り、食べさせたり、「いただきます」、「ごちそうさま」に
始まる食事のしつけや生活リズムを身につけさせるのは大
人の役割です。
　幼児期に身につけた食習慣は、一生の土台をつくります。

かんたんカップずし (４～６人分 )かんたんカップずし (４～６人分 )
【材　料】

{A

・ごはん　　　　　　２合
　　・酢　　　　　　大さじ 2・1/2
　　・砂糖　　　　　大さじ１
　　・塩　　　　　　小さじ１弱
＜鶏そぼろ＞
　・鶏ひき肉　　　　200㌘
　・しょうゆ　　　　大さじ１
　・砂糖　　　　　　大さじ１
　・みりん　　　　　大さじ 1/2
　・すりおろししょうが　　　１かけ分
＜卵そぼろ＞
　・卵　　　　　　　３個
　・砂糖　　　　　　小さじ１
　・塩　　　　　　　ひとつまみ
＜飾り用＞
　・にんじん　　　　適量
　・枝豆　　　　　　適量

１．＜鶏そぼろをつくる＞　鶏そぼろの材料をすべて　　
　　鍋に入れ火にかける。常に菜ばしで混ぜながら水　　
　　分がなくなるまで煮る。
２．＜卵そぼろ＞　鍋に溶き卵と砂糖、塩を加えて火
　　にかけ、常に菜ばしで混ぜながらそぼろ状に仕上　　
　　げる。
３．にんじんは皮をむいて薄い輪切りにし、好みの型
　　で抜いてゆでる。型を抜いた残りはみじん切りに
　　してゆでておく。
４．枝豆はさやから出し、薄皮をのぞいて粗いみじん
　　切りにする。（飾り用に少しとっておいてもよい）
５．A を合わせて酢をつくり、ごはんに合わせてさっ
　　くり混ぜる。４～６等分にわけておく。
６．カップにすし飯を入れて、お好みの具をトッピン
　　グする。

【作り方】

♪すし飯を先に半分入れて、具をはさんでもきれいで
　す。
♪カップのふちに型抜きしたにんじんを貼りつけても
　かわいい。
♪三色丼の具にもなります。



vol.56

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎ 76-2100 ＜あぶた読書の家＞）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
英
雄（
真
保
裕
一
）

▽
マ
ル
暴
デ
ィ
ー
ヴ
ァ（
今
野
敏
）

▽
掌
に
眠
る
舞
台
（
小
川
洋
子
）

▽
ハ
ヤ
ブ
サ
消
防
団（
池
井
戸
潤
）

▽
首
取
物
語
（
西
條
奈
加
）
▽
レ

ッ
ド
ク
ロ
ー
バ
ー
（
ま
さ
き
と
し

か
）
▽
警
察
医
の
コ
ー
ド
（
直
島

翔
）
▽
恋
す
る
検
事
は
わ
き
ま
え

な
い
（
直
島
翔
）
▽
夜
に
星
を
放

つ（
窪
美
澄
）▽
同
志
少
女
よ
、敵

を
撃
て
（
逢
坂
冬
馬
）
▽
名
乗
ら

じ　
空
也
十
番
勝
負（
八
）（
佐
伯

泰
英
）
▽
大
黒
柱
妻
の
日
常
（
田

房
永
子
）

＜

児
童
書＞

▽
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋

銭
天
堂
18（
廣
嶋
玲
子
）▽
ガ
リ
レ

オ
の
事
件
簿
２　
幽
体
離
脱
の
謎

を
追
え（
東
野
圭
吾
著
／
う
め
絵
）

▽
に
ほ
ん
の
に
ん
き
も
の
（
み
や

も
と
か
ら
く
文
／
か
と
ー
ゆ
ー
こ

絵
）
▽
た
び
す
る
プ
リ
ン
セ
ス
と

す
て
き
な
せ
か
い
の
く
に
（
林
佳

里
）
▽
な
に
か
ら
で
き
て
い
る
で

し
ょ
ー
か
？
（
大
森
裕
子
）
▽
タ

コ
と
だ
い
こ
ん
（
伊
佐
久
美
）
▽

ほ
ん
と
だ
も
ん
！
（
い
も
と
よ
う

こ
）
▽
く
ら
べ
て
発
見　
や
さ
い

の
「
お
な
か
」（
農
文
協
編
／
山

中
正
大
絵
）
▽
男
の
子
は
強
く
な

き
ゃ
だ
め
？
（
ジ
ェ
シ
カ
・
サ
ン

ダ
ー
ス
著
／
ロ
ビ
ー
・
キ
ャ
ス
ロ

絵
）
▽
わ
た
し
は
あ
か
ね
こ
（
サ

ト
シ
ン
著
／
西
村
敏
雄
絵
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜
一
　
般＞

▽
冤
罪
法
定　
上
・

下
（
J
・
グ
リ
シ
ャ
ム
）
▽
あ
の

日
、
君
は
何
を
し
た
（
ま
さ
き
と

し
か
）
▽
隣
人
の
愛
を
知
れ
（
尾

形
真
理
子
）
▽
西
郷
ど
ん
！
並
製

本
上
・
中
・
下
（
林
真
理
子
）

＜

児
童
書＞

▽
A
B
C
え
ほ
ん

（
と
だ
こ
う
し
ろ
う
）
▽
１・
２
・

３
え
ほ
ん
（
と
だ
こ
う
し
ろ
う
）

▽
お
か
あ
さ
ん　
ご
め
ん
な
さ
い

（
み
や
に
し
た
つ
や
）

わたしはあかねこ
サトシン著／西村敏雄絵

家族中、白、黒、ぶちなどネコらし
い色・模様なのに１匹だけ赤い色をし
たあかねこ。あかねこ自身は自分の色
が好きなのに、みんなは同情ばかりす
る。自分を認めてもらえないあかねこ
はある日家を出て、そして、出会った
のは…。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　1 月のおはなし会
■日　時　①１月 16 日（月）、28 日

（土）、30 日（月）10 時～ 11 時 30 分
②１月 20 日（金）14 時～ 15 時 30
分
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶ
た読書の家
母子の冬まつり
■ 日　 時　 １ 月 14 日（ 土 ）10 時 ～
11 時 30 分
■場　所 あぶた母と子の館
■対　象　小学生以上
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用。

　
　
爺
湖
漁
業
協
同
組
合
で
活

　
　
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
室
田
で
す
。

　
寒
さ
が
厳
し
い
季
節
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
冬
は
昨
年
の

よ
う
な
大
雪
が
降
ら
な
い
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
活
動

を
振
り
返
り
ま
す
。
秋
は
サ
ク

ラ
マ
ス
、
ヒ
メ
マ
ス
の
産
卵
の

時
期
に
な
る
の
で
、
漁
協
で
は

親
魚
の
一
部
を
採
捕
し
採
卵
を

行
い
ま
す
。
サ
ク
ラ
マ
ス
の
産

卵
は
だ
い
た
い
９
月
中
旬
か
ら

10
月
中
旬
に
か
け
て
が
ピ
ー
ク

で
、
ヒ
メ
マ
ス
の
産
卵
は
10
月

か
ら
11
月
上
旬
が
ピ
ー
ク
と
な

り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
資
源
の
維
持
が

出
来
ず
苦
労
し
て
い
る
地
域
も

あ
る
中
、
洞
爺
湖
で
は
今
の
と

こ
ろ
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
洞
爺
湖

の
環
境
に
配
慮
し
持
続
的
に
漁

業
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
漁

場
の
管
理
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

12
月
１
日
か
ら
は
洞
爺
湖
で

冬
季
の
漁
が
解
禁
と
な
り
ま
し

た
。
初
日
は
平
日
に
も
関
わ
ら

ず
多
く
の
釣
り
人
が
竿
を
振
っ

て
い
ま
し
た
。
冬
の
洞
爺
湖
で

の
釣
り
は
寒
さ
も
あ
り
厳
し
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
静

か
な
湖
畔
に
立
ち
雪
化
粧
し
た

景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
釣
り
は

格
別
で
す
。
そ
し
て
、
冷
え
切

っ
た
身
体
を
温
泉
で
温
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
洞
爺
湖
な
ら

で
は
で
す
。

　
私
自
身
、
船
釣
り
で
の
ヒ
メ

マ
ス
漁
は
ま
だ
や
っ
た
こ
と
が

な
い
の
で
挑
戦
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
冬
の
漁
期
も

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
、
１
日
１
日
を
大
切

に
安
全
第
一
で
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

洞
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今月の
リポーター
室田崇行さん

今月の
１冊



広報とうやこ　2023 年 1 月 18

北の縄文だより北の縄文だよりｖｏｌ .7

社会教育課社会教育・文化財グループ（☎ 74-3010）

～みんなの知らない「JOMON　World」～

世界へ
発信！

世界へ
発信！

縄文人の祈り～土偶～縄文人の祈り～土偶～
土偶って何？

縄文人が使っていた道具には、大きく分けて縄文土器や
矢じり、釣り針といった、暮らしに直接関わるものと、現代
の私たちには使い方がよくわからないものがあります。
　その代表ともいえるのが「土偶」です。土偶は、安産など
を願う縄文人の女神だという説、精霊の仮の姿を現
しているという説、「死と再生」のシンボルとして作られた
という説などがあります。

　こうした説からわかることは、土偶は縄文人が持つ共通
の世界観から作り出されたもので、縄文人の心のあり様を
知る手がかりとなるということです。
　土偶は縄文時代を通じて見つかっていることから、縄文
土器とともに、縄文人の世界観をもっとも映し出している
といっても良いでしょう。

【入江・高砂貝塚からのお知らせ】
　入江・高砂貝塚が世界遺産に登録されてから、多くの人が見学に訪れ、注目
度も高まっています。
　そこで、令和４年度は、冬期間も「入江・高砂貝塚館」を開館いたします。
　この機会に、冬の入江・高砂貝塚館へ、ぜひお越しください！

■開館時間　９時～１７時（入館は１６時３０分まで）
■休館日　　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、祝日の翌日、12 月30

　　　　　　　日～１月５日、入江貝塚公園、高砂貝塚公園は冬期間休園　

いろいろな土偶
土偶はつくられた時期によっていろいろな形がありま

す。縄文時代の始めのころは頭や手足を簡略化された抽象
的なものだったのが、縄文時代中期になると、板状の体に
顔、腕、腹部、乳房などが表現されるようになります。
　また、長野県の「縄文のビーナス」として知られる土偶の
ように、立体的な表現もみられるようになります。　
　後期には、北海道が誇る国宝『中空土偶』が、さらに晩期
には有名な「遮光器（しゃこうき）土偶」が作られました。

中空土偶 遮光器土偶(レプリカ)
※つがる市教育委員会所蔵高砂貝塚で見つかった土偶

高砂貝塚からは縄文時代晩期（約３千年前）に作られた
土偶が５点、見つかっています。そのうちの１点は、直径
５０㎝くらいの範囲に円形に石を並べた「配石遺構」の中
から見つかりました。土偶は、長さが６. ７㎝、厚さが１. ７
㎝の板状で、片方の腕が欠けていて、頭を北に向けた状態で
置かれていました。
　さらに土偶の下を掘ると、３個の縄文土器が供えられた
ように置かれた状態で発見されました。中央の土器には
真っ赤な顔料であるベンガラが満たされており、左右の土

器には小魚の骨や貝がらの欠片が残っていました。
　こうした発掘調査の状況から、まず、穴を掘って、底にベ
ンガラや食べ物が入った土器を供えて埋め、再生の願いを
込めて土偶に祈ったのではないかと考えられます。
　土偶に込められた縄文人の祈りを考えたとき、彼らが
日々の暮らしの中で育んだ、豊かな世界観が広がっている
ことに気がつきます。こうした「心の文化」こそが、縄文文
化の大きな特色であり、世界遺産登録へ至った理由の一つ
でもあります。

高砂貝塚の土偶 「配石遺跡」で見つかった土偶 土偶の下から見つかった縄文土器



上記のイベントなどの情報は 12 月 23 日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定
されているイベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

１月11日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

12 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
　  10：00 ～ 11：30
     洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支
援センター＞）
げんきクラブ

13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康

福祉センター＞）

13 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

16 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

13：00 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

18 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
ウトゥラノ（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

19 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

１. ６歳児、３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会

福祉協議会＞）

無料法律相談会

20 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

21 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

22 日（日） 冬の月浦森林自然公園散策

24 日（火）
子育てセミナー⑥

10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支

援センター＞）

25 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

26 日（木）

乳がん・子宮がん検診
8：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

26 日（木）
親子ふれあい遊び
　  10：00 ～ 11：30
     地域交流センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援
センター＞）

27 日（金）

乳がん・子宮がん検診
8：30 ～
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター＞）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

30 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

2月1日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

2 日（木）

脳の健康教室
９：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

3 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

8 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
ウトゥラノ（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

９日（木）

脳の健康教室
９：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
　  10：00 ～ 11：30
     洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支
援センター＞）
げんきクラブ

13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康福祉

センター＞）

10 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

時
所
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時
所

時
所

時
所

時
所

時

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ｐ 14詳

詳 ピックアップイベント

ｐ 14詳

時
所

時
所

所

冬の月浦森林自然公園散策
■日　時 １月 22 日（日）10 時～ 12 時（申込み締切
は前日の 17 時まで）
■場　所　月浦森林自然公園駐車場
■定　員　10 人（申込順）
■参加費　1 人 300 円
■持ち物　動きやすい服装、冬靴、飲み物、タオル、防
寒具、マスクなど
■問合せ　洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ｐ 13  詳
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東奔西走
　　けましておめでとうございます。今年は「卯年」です。
　　うさぎは飛び跳ねることから、「飛躍」や「向上」の象徴
になるそうです。私もカメラを扱う技術や写真を撮る技術を
さらに向上させていきたいです。（Ｍ .Ｏ）
　　光客の足音が戻ってきた2022年ですが、今年は昨年にも
　　増して町がにぎわうかもしれません。５月の開催が決まっ
た洞爺湖マラソンは、ついにフルマラソンが復活。後に続くイ
ベントも活気づきそうです。（Ｄ .Ｙ）

明

ＪＲ洞爺駅を彩るイルミネーションＪＲ洞爺駅を彩るイルミネーション
観

温

ワンショット今月の

　
　
泉
街
に
は
多
く
の
観
光
客
が　

　
　
訪
れ
、
湖
水
ま
つ
り
な
ど
華

や
か
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
、

と
て
も
活
気
が
あ
る
街
、
高
校
生

だ
っ
た
自
分
に
と
っ
て
は
何
も
か

も
が
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」

初
め
て
洞
爺
湖
温
泉
街
を
訪
れ
た

時
の
印
象
を
話
す
の
は
自
然
保
護

監
視
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら

れ
北
海
道
知
事
感
謝
状
を
受
賞
し

た
荒
町
誠
さ
ん
。

　

荒
町
さ
ん
は
森
町
の
出
身
で
、

実
家
は
漁
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た

が
、
中
学
生
の
と
き
に
父
親
が
体

スポットライト

Spotlight

調
を
崩
し
て
廃
業
、
豊
浦
町
の
知

人
の
漁
師
を
手
伝
う
た
め
に
豊
浦

町
に
移
住
。
昭
和
60
年
、
虻
田
高

校
定
時
制
課
程
入
学
と
同
時
に
洞

爺
湖
中
央
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
就

職
、
現
在
は
有
限
会
社
ア
ラ
マ
チ

と
と
も
に
代
表
を
務
め
て
い
ま

す
。

　
荒
町
さ
ん
は
平
成
16
年
に
洞
爺

湖
中
央
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
前
代

表
が
従
事
し
て
い
た
森
林
保
全
巡

視
指
導
員
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
、

前
代
表
の
他
界
後
の
平
成
23
年
か

ら
は
自
然
保
護
監
視
員
の
業
務
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
た
公
園
や
施
設
、
そ

れ
に
付
随
す
る
も
の
、
公
共
の
掲

示
物
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
、
自

然
公
園
が
適
切
に
利
用
さ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
、
老
三
樹
の
保
護
・

巡
視
な
ど
の
活
動
を
日
常
的
に
続

け
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
も
の
状
態
が
保
た
れ
て

い
る
こ
と
が
１
番
、
車
や
船
を

使
っ
て
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
い
つ
も
見
て
い
る
も
の

が
、
い
つ
も
ど
お
り
の
状
態
に
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識

し
て
い
ま
す
」
と
活
動
に
対
す
る

心
構
え
を
話
し
ま
す
。「
感
謝
状

の
受
賞
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
景
観
を
守
る
た
め
に
続
け
て

き
た
活
動
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し

い
で
す
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

最
後
に
荒
町
さ
ん
は
、「
今
後

も
自
然
保
護
監
視
員
の
活
動
を
続

け
な
が
ら
、
町
民
の
人
も
知
ら
な

い
よ
う
な
洞
爺
湖
や
有
珠
山
、
豊

か
な
自
然
の
良
さ
や
魅
力
な
ど
を

町
内
外
に
発
信
し
、
地
域
の
防
災

や
減
災
に
繋
が
る
よ
う
な
活
動
、

ま
た
そ
の
一
助
を
担
え
る
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

profi le
昭和44年11月18日生まれ。
趣味は車やバイク。お酒を飲
むのが大好き。温４区在住。
53 歳。

北海道知事感謝状（自然保護関係功労者）受賞

荒 町　 誠さん

洞
爺
湖
の
平
穏
な
環
境
を

洞
爺
湖
の
平
穏
な
環
境
を

守
る
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と

「


